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自立訓練を利用する高次脳機能障害者のアセスメントでは、昨年から「利用者ニーズ調査」と

「生活状況調査」を行い、そこで得た評価結果に基づいた訓練を提供している。データ数は 25

例と少なく訓練成果や傾向を読み取ることは尚早だが、収集したデータの考察を報告する。 

 

１．昨年からの改善点  

１）評価においては正確性や客観性を担保するために複数の職員による評価を行っているが、利

用者ニーズ調査においては評価者毎にニーズ把握の相違が生じたことから、担当ケースワー

カーと訓練支援員が一緒に記載することでニーズ把握の視点を統一した。 

２）生活状況調査においては認知機能の障害毎に評価項目が重複していたが、設問項目を 50 項

目から 30 項目に整理した。 

２．データ項目の収集及び整理状況 

対象者：平成 21 年 4 月から平成 22 年 10 月までの生活訓練利用者 25 名（うち修了者 14 名） 

項 目：表 1、２、３のとおり ＊１） 

方 法：利用者ニーズ調査 各項目得点の 50％以上を示すものを重要支援項目とし、初期と終期 

   の項目数変化を見る。＊２）  

生活状況調査 初期評価時に各項目得点の 50％以下を示すものを訓練課題項目とし、開

離幅の変化を見る。＊３） 

３．データ収集結果 

１）利用者ニーズ調査について 

・就労の可能性がある群に帰結する利用者は、身体介助支援・生活支援・健康管理支援の合計 

点が初期 20 点未満の者という傾向が伺えた。 

 ・就労の可能性がある群に帰結する利用者は、重要支援項目が初期３項目以下かつ終期 1 項目 

以下の者であるという傾向が伺えた。 

２）生活状況調査について 

・初期に訓練課題と見なした項目は、終期までに解離幅の減少が見られた。 

・利用者ニーズ調査で就労の可能性がある群に該当した利用者は、生活状況調査の支援者 

評価＊４）において 6 項目のバランスが取れている。 

４．考 察 

利用者ニーズ調査では、身体介助支援・生活支援・健康管理支援の 3 項目が ADL の自立状況

を示している。これらの合計が 20 点以上であるか否かを見ることで、日常生活技能の自立を目

標とする基本的なプログラムを中心に訓練計画を組み立てるのか、あるいは社会生活技能などの

個別課題に特化した応用的プログラムを組み立てていくかを決定する一つの指標となりうる。生



活状況調査から日常生活に現れる困難課題の要因を明らかにすることで、認知機能の障害に応じ

た訓練計画の立案が可能となった。訓練効果の判定については、本人及び支援員の評価得点に開

離が少ないほど自己理解が進んだと見ることができる。利用者ニーズ調査も生活状況調査も、中

期以降の支援必要項目を見ることで、長期目標の修正や帰結を予測した訓練の方向付け・支援方

法の統一が図られると考える。 

５．今後の課題 

今後、生活状況調査による訓練効果の検証を進める上で、訓練プログラム毎の訓練時間を追加

収集し相関を調べることが必要となる。これらの分析結果を、中期目標に掲げた訓練プログラム

やマニュアル作成に反映させ、訓練の充実を図っていきたい。 

 

＊１ 修了者のデータは、帰結により就労につながる可能性がある群と家庭復帰群に整理した。 

＊２ 重要支援項目数は、相談支援及び社会復帰支援を省いた項目数を検索する。 

＊３ 訓練課題項目数は、その他の項目を省いた項目数を検索する。 

＊４ 終期の評価結果をグラフに表したものから伺えた状況。 
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